
目
的

令和元年以降継続するマガキ大量へい死により、廃業が続くマ
ガキ産地は危機的な状況となっている。また、不漁が続く伊勢
湾では、獲る漁業のみでは漁家経営が厳しい状況となっている。
既存のマガキ産地や不漁が続く伊勢湾において、新たなマガキ
養殖の展開によって活気ある浜の再生を実現します。

必
要
性

既存のマガキ産地
廃業を食い止めるには、即効性のある新たな
へい死対策を即座に普及する必要がある。

不漁が続く伊勢湾
水深の浅い伊勢湾での効率が良い養殖技術
は確立されていない。

取
組

大量へい死への有効策を明らかにする。

対策試験１ 三倍体種苗の導入試験
対策試験２ 伊勢湾での中間育成試験

（伊勢湾での養殖方法確立）

本県に適した安価な種苗の大量生産を目指す。

対策の実行 本県に適した三倍体種苗生産技術の実証

効
果

既存のマガキ産地
有効なへい死対策の普及により、経営状況が
改善し、危機的な状況を打開！

不漁が続く伊勢湾
獲る漁業に加えて、計画的に収入が見込め
るマガキ養殖の開始により、持続可能な漁
業経営を確立！

新たなマガキ養殖による浜の活力再生事業 R7年度事業費：17,197千円
実施期間：令和7～9年度
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・三倍体種苗は、生殖にエネルギーを使わないため、
・伊勢湾は、エサが多いため、

へい死率が低い、身入りが良い。
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